
資料２  

 学習指導要領の「領域別の目標」 

 知識及び技能 思考力，判断力，表現力等 学びに向かう力，人間性等 

 

聞

く

こ

と 

 

ア ゆっくりはっきりと話されれば，自分のことや身近で簡単な事柄について， 

 簡単な語句や基本的な表現を聞き取ることができるようにする。 

イ ゆっくりはっきりと話されれば，日常生活に関する身近で簡単な事柄につ 

いて，具体的な情報を聞き取ることができるようにする。 

ウ ゆっくりはっきりと話されれば，日常生活に関する身近で簡単な事柄につ 

いて，短い話の概要を捉えることができるようにする。 

読

む

こ

と 

ア 活字体で書かれた文字を識別し，その読み方を発音することができるよう 

にする。 

イ 音声で十分に慣れ親しんだ簡単な語句や基本的な表現の意味が分かるよう 

 にする。 

 

 

 

 

 

 

 

ア 基本的な表現を用いて指示，依頼をしたり，それらに応じたりすることが 

 できるようにする。 

イ 日常生活に関する身近で簡単な事柄について，自分の考えや気持ちなどを， 

 簡単な語句や基本的な表現を用いて伝え合うことができるようにする。 

ウ 自分や相手のこと及び身の回りの物に関する事柄について，簡単な語句や 

 基本的な表現を用いてその場で質問をしたり質問に答えたりして，伝え合う 

ことができるようにする。 

 

 

 

 

 

 

ア 日常生活に関する身近で簡単な事柄について，簡単な語句や基本的な表現 

 を用いて話すことができるようにする。 

イ 自分のことについて，伝えようとする内容を整理した上で，簡単な語句や 

基本的な表現を用いて話すことができるようにする。 

ウ 身近で簡単な事柄について，伝えようとする内容を整理した上で，自分の 

考えや気持ちなどを，簡単な語句や基本的な表現を用いて話すことができる 

ようにする。 

 ア 大文字，小文字を活字体で書くことができるようにする。また，語順を意 

 識しながら音声で十分に慣れ親しんだ簡単な語句や基本的な表現を書き写す 

ことができるようにする。 

イ 自分のことや身近で簡単な事柄について，例文を参考に，音声で十分に慣 

れ親しんだ簡単な語句や基本的な表現を用いて書くことができるようにする。 
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